
１
－
は
じ
め
に

　
鶴
見
川
は
、
東
京
都
町
田
市
に
そ
の
源
を
発
し
途

中
、
恩
田
川
、
鳥
山
川
、
早
渕
川
、
矢
上
川
等
を
合

流
し
て
横
浜
市
鶴
見
区
で
東
京
湾
に
注
い
で
い
る
。

　
そ
の
流
域
は
、
横
浜
、
川
崎
、
町
田
、
稲
城
の
四

市
に
ま
た
が
り
流
域
面
積
二
百
三
十
五
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
幹
線
流
路
延
長
四
十
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
一
級
河
川
で
、
流
域
の
地
形
は
他
の
河
川
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
山
岳
地
は
な
く
、
丘
陵
台
地
七
〇
％
と

平
地
部
三
〇
％
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
流
域
は

首
都
圏
に
近
接
す
る
と
い
う
地
理
的
条
件
に
よ
り
、

急
速
な
都
市
化
が
進
展
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
鶴
見
川
は
、
都
市
に
お
け
る
貴
重
な
水
と
緑
の

憩
い
の
空
間
と
し
て
、
散
策
を
は
じ
め
大
勢
の
人
々

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

２
一
鶴
見
川
の
歴
史

①
｜
鶴
見
川
の
む
か
し

　
今
か
ら
、
約
一
万
年
前
頃
よ
り
海
が
後
退
し
、
多

摩
川
と
鶴
見
川
の
河
口
が
接
近
し
、
そ
こ
に
多
摩
渓

谷
の
上
流
部
よ
り
流
れ
込
ん
だ
土
砂
が
堆
積
、
多
摩

川
と
鶴
見
川
の
周
辺
に
土
地
が
生
ま
れ
た
。
当
時
、

鶴
見
川
に
は
小
机
付
近
ま
で
海
水
が
入
り
込
み
、
内

陸
部
は
起
伏
に
富
ん
だ
丘
陵
地
帯
で
、
狩
猟
や
農
業

な
ど
古
代
人
が
生
活
を
営
む
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
て

い
た
。
当
時
の
こ
の
地
域
の
様
子
は
、
川
和
、
川

向
、
綱
島
、
溝
口
、
子
母
口
、
江
ヶ
先
な
ど
、
現
在

使
わ
れ
て
い
る
地
名
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
鶴
見
川
の
流
域
は
か
つ
て
、
舟
運
に
よ
る
経
済
活

動
の
動
脈
と
な
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
後
期
の
記
録

に
は
、
潮
の
干
満
を
利
用
し
て
、
鶴
見
川
の
太
尾
橋

ま
で
舟
運
に
よ
る
物
資
の
運
搬
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
正
末
期
ま
で
帆
船

が
往
来
し
て
い
た
。

　
川
崎
中
原
往
還
と
結
ば
れ
た
太
尾
橋
は
鶴
見
川
の

水
運
の
集
散
地
で
、
太
尾
・
新
羽
方
面
の
表
玄
関
で

あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
農
家
で
使
う
肥
料
や
人
糞
、

木
材
、
乾
物
、
日
用
雑
貨
な
ど
が
船
で
運
搬
さ
れ
、

煉
瓦
や
瓦
、
壁
土
、
米
、
天
然
氷
な
ど
が
搬
出
さ
れ

て
い
た
。
大
正
時
代
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、

外
材
な
ど
が
横
浜
に
荷
揚
げ
さ
れ
、
筏
に
組
ま
れ
て

鶴
見
川
を
上
り
、
川
辺
に
あ
っ
た
貯
木
場
や
製
材
工

場
に
運
ば
れ
て
い
た
。
（
写
真
－
１
）

　
戦
前
ま
で
の
鶴
見
川
は
、
澄
ん
だ
き
れ
い
な
水
が

流
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
は
シ
ラ
ウ
オ
や
フ
ッ
コ
（
ス

ズ
キ
の
稚
魚
）
が
た
く
さ
ん
い
て
、
潮
が
引
く
と
中

州
で
は
シ
ジ
ミ
を
と
る
こ
と
も
出
来
、
芦
穂
橋
よ
り

河
口
に
近
い
場
所
で
は
ハ
ゼ
が
よ
く
釣
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
水
が
き
れ
い
だ
っ
た
戦
前
は
、
子
ど
も
た

ち
が
よ
く
川
で
泳
ぎ
、
大
綱
橋
あ
た
り
で
も
小
学
生

の
水
泳
訓
練
所
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

②
－
「
暴
れ
川
」
と
し
て
の
鶴
見
川

　
勾
配
が
緩
や
か
で
、
川
が
蛇
行
し
や
す
い
地
形
に

あ
っ
た
鶴
見
川
は
、
台
風
や
大
雨
の
た
び
に
洪
水
を

も
た
ら
す
「
暴
れ
川
」
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
。

　
特
に
下
流
域
で
は
、
川
底
が
浅
い
た
め
洪
水
の
被

害
を
受
け
や
す
く
、
川
沿
い
の
村
々
で
は
江
戸
時
代

よ
り
、
治
水
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。

　
明
治
維
新
以
降
は
、
国
の
機
関
に
よ
る
治
水
事
業

が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
に
流
域
の
都
市
化
の
進

展
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
鶴
見
川
の
猛
威
は

治
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
そ
の
激
し
さ
を
増
し

て
き
た
。
実
際
、
明
治
維
新
以
降
の
八
十
年
間
に
大

き
な
洪
水
を
十
一
回
も
こ
う
む
っ
た
。
（
写
真
－

２
）

③
－
進
む
都
市
化

　
鶴
見
川
の
流
域
は
、
そ
の
大
部
分
が
平
坦
な
地
形

で
開
発
し
や
す
か
っ
た
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
機

関
が
整
備
さ
れ
都
心
へ
の
連
絡
が
良
い
こ
と
か
ら
、

昭
和
四
十
年
代
以
降
、
急
激
に
都
市
化
が
進
展
し

た
。
昭
和
三
十
年
代
初
め
に
は
流
域
の
一
〇
％
で
あ

っ
た
市
街
地
が
、
現
在
で
は
八
五
％
に
達
す
る
勢
い

写真－１
１
－
は
じ
め
に

２
－
鶴
見
川
の
歴
史

３
－
「
総
合
治
水
対
策
」
と
い
う
新
し
い
発

　
　
想

４
－
総
合
治
水
対
策
の
現
状

５
ｌ
こ
れ
か
ら
の
川
づ
く
り
の
方
向
性

写真－２
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②
鶴
見
川
総
合
治
水
対
策
の
変
貌
と
現
状



で
、
現
在
、
百
七
十
万
人
の
人
々
が
流
域
内
で
暮
ら

し
て
い
る
。
（
図
－
１
）

　
流
域
が
市
街
化
さ
れ
、
地
表
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
覆
わ
れ
る
と
、
土
の
よ
う
に

雨
を
一
時
的
に
貯
め
た
り
、
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
能

力
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

　
す
る
と
、
短
時
間
に
大
量
の
雨
水
が
集
中
す
る
こ

と
と
な
る
。
ま
た
、
浸
水
の
危
険
度
が
高
い
低
地
の

市
街
化
か
進
み
、
人
口
と
資
産
が
集
中
し
洪
水
が
発

生
す
る
と
、
か
つ
て
の
洪
水
と
同
じ
雨
が
降
っ
て
も

そ
の
洪
水
被
害
を
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、
今
ま
で
経
験
し
た
程
度
の
大
雨
で
今
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

④
－
悪
化
し
た
河
川
環
境

　
流
域
の
市
街
化
と
共
に
、
鶴
見
川
の
水
質
は
著
し

く
悪
化
し
た
が
、
こ
れ
は
流
域
の
人
口
の
増
加
に
下

水
道
の
整
備
が
追
い
つ
か
ず
家
庭
や
事
務
所
等
で
発

生
し
た
汚
水
が
そ
の
ま
ま
川
に
流
れ
込
ん
だ
か
ら
で

あ
る
。
最
近
は
下
水
道
の
整
備
が
進
み
徐
々
に
川
の

水
質
も
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
的
評
価
で
は
、

「
水
質
ワ
ー
ス
ト
三
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
年
代
の
緊
急
的
な
河
川
整
備
に

よ
り
川
は
、
無
機
質
な
表
情
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、

そ
の
影
響
で
川
の
生
き
物
た
ち
の
に
ぎ
わ
い
も
失
わ

れ
て
き
た
。

３

「
総
合
治
水
対
策
」
と
い
う
新
し
い
発

想

昭
和
五
十
年
代
、
鶴
見
川
な
ど
国
内
の
都
市
河
川

の
状
況
は
、
今
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
す
ぐ
に
で
も

手
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
い

た
。
昭
和
五
十
一
年
十
月
、
建
設
大
臣
は
河
川
審
議

会
に
「
総
合
的
な
治
水
対
策
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
」

と
質
問
し
、
こ
れ
に
対
す
る
河
川
審
議
会
の
中
間
答

申
を
受
け
、
建
設
省
内
に
「
総
合
治
水
対
策
協
議
会
」

が
設
置
さ
れ
、
関
係
部
局
が
一
体
と
な
り
検
討
を
進

め
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
四
年
度
に
は
鶴
見
川
を
含

む
六
河
川
を
「
総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
」
に
指
定

し
、
総
合
治
水
対
策
を
確
実
に
推
進
す
る
提
唱
が
な

さ
れ
、
い
ま
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
総
合
治
水
対

策
の
骨
格
が
で
き
あ
が
っ
た
。

①
－
総
合
治
水
対
策
の
推
進
と
「
流
域
総
合
治
水
対

　
　
策
協
議
会
」
の
設
置

　
　
「
総
合
治
水
対
策
」
そ
の
も
の
の
発
想
は
、
急
激

な
都
市
化
に
よ
り
自
然
の
持
つ
保
水
・
遊
水
機
能
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
河
川
の
流
域
で
、
堤
防
の
整
備
や

川
底
の
掘
り
下
げ
な
ど
の
河
川
整
備
そ
の
も
の
を
進

め
る
だ
け
で
な
く
、
流
域
と
い
う
面
的
な
広
が
り
の

中
で
、
雨
水
を
貯
め
た
り
、
浸
透
さ
せ
た
り
す
る
保

水
・
遊
水
機
能
の
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

行
い
、
市
街
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
機
能
を
回
復
す

る
ま
ち
づ
く
り
（
流
域
対
策
）
に
取
り
組
も
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
洪
水
に
よ
る
被
害
を
よ
り

小
さ
く
す
る
た
め
に
、
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
地
域
を

住
民
に
公
表
し
、
万
が
一
に
備
え
る
と
い
っ
た
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
「
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
」
を
設

置
し
、
「
流
域
整
備
計
画
」
を
策
定
し
て
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
概
ね
十
年
程
度
で
時
間
雨
量
五
十
ミ
リ
相

当
の
降
雨
に
対
す
る
治
水
安
全
度
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
、
以
下
の
様
な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

・
河
川
改
修
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

・
河
川
改
修
事
業
並
び
に
河
川
流
域
に
お
け
る
適
切

な
保
水
、
遊
水
機
能
の
維
持
、
増
進
に
つ
い
て
方
針

及
び
対
策
等
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
行
う
。

・
適
正
な
土
地
の
利
用
の
指
導
と
緊
急
時
の
水
防
、

避
難
に
資
す
る
た
め
主
要
洪
水
に
お
け
る
浸
水
実
績

を
公
表
す
る
。

・
流
域
住
民
に
治
水
上
の
問
題
に
つ
い
て
理
解
と
協

力
を
求
め
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
総
合
治
水
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、
総

合
治
水
対
策
特
定
河
川
（
平
成
八
年
度
現
在
、
全
国

で
十
七
河
川
）
（
表
－
１
）
の
流
域
ご
と
に
、
流
域

自
治
体
の
関
係
部
局
（
河
川
・
都
市
・
住
宅
・
建
築
・

土
地
・
道
路
・
農
政
部
局
な
ど
）
と
建
設
省
な
ど
の

河
川
管
理
者
に
よ
る
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
を

設
置
し
、
総
合
治
水
対
策
を
効
果
的
に
実
施
し
て
い

く
た
め
の
積
極
的
な
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
（
表
１

２
）

②
－
鶴
見
川
に
お
け
る
総
合
治
水
対
策

　
鶴
見
川
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
に
学
識
経
験

者
、
流
域
自
治
体
、
河
川
管
理
者
か
ら
な
る
「
水
防

災
計
画
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
鶴
見
川
流
域
の
治

水
対
策
に
つ
い
て
多
く
の
提
案
を
行
っ
て
き
た
。
こ

の
委
員
会
の
活
動
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
こ
れ
が
現
在
の
総
合
治
水
対
策
の
引
き
金

に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
鶴
見
川
が
、
「
総
合
治
水
対
策
特
定
河
川
」
に
指

定
さ
れ
て
か
ら
は
、
鶴
見
川
総
合
治
水
対
策
協
議
会

が
、
河
川
及
び
流
域
の
整
備
に
関
す
る
具
体
的
な
対

策
等
の
協
議
検
討
を
進
め
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
に

特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
④
成
熟
社
会
に
お
け
る
総
合
的
な
地
域
開
発
の
視
点
－
横
浜
市
の
課
題
か
ら
Ｉ

図－１　進む都市化
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「
鶴
見
川
流
域
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
全
国
に
先

駆
け
て
総
合
治
水
対
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
さ
ら
に
そ
の
後
も
、

・
将
来
に
渡
っ
て
引
き
続
い
て
流
域
の
開
発
が
予
測

さ
れ
る
こ
と
。

・
従
来
通
り
の
治
水
整
備
の
み
で
は
、
早
急
に
安
全

度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
。

・
流
域
整
備
計
画
に
対
す
る
保
水
機
能
対
策
が
立
ち

遅
れ
て
い
る
こ
と
。

　
・
低
地
域
の
ポ
ン
プ
整
備
に
よ
る
河
川
へ
の
放
出
量

が
増
大
し
て
い
る
こ
と

　
・
洪
水
の
到
達
時
間
が
短
縮
し
て
い
る
こ
と
。

　
な
ど
の
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
河
川
と
流
域
が
一
体

に
な
っ
た
新
た
な
総
合
治
水
対
策
を
検
討
。
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
平
成
元
年
五
月
「
鶴
見
川
新
流
域
整

備
計
画
」
を
策
定
し
た
。
新
流
域
整
備
計
画
に
は
、

従
来
の
流
域
整
備
計
画
に
は
な
か
っ
た
二
十
一
世
紀

初
頭
を
目
指
し
た
長
期
的
な
整
備
目
標
を
新
た
に
定

め
、
各
種
の
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い

る
。

４
－
総
合
治
水
対
策
の
現
状

　
　
「
鶴
見
川
新
流
域
整
備
計
画
」
を
具
現
化
す
る
形

で
、
現
在
、
鶴
見
川
流
域
で
は
以
下
の
総
合
治
水
対

策
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

①
－
河
川
対
策
及
び
下
水
道
対
策

ア
河
道
整
備

　
こ
れ
ま
で
鶴
見
川
で
は
、
大
規
模
な
築
堤
や
浚
渫

工
事
な
ど
の
河
川
整
備
を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
川

底
の
土
砂
を
す
く
い
川
の
断
面
積
を
広
げ
る
浚
渫
工

事
で
は
、
東
京
ド
ー
ム
三
～
四
杯
分
に
相
当
す
る
三

百
九
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
大
規
模
な
浚
渫
工
事
を

実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
河
川
整
備
に
よ
り
鶴
見

川
は
、
総
合
治
水
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昭
和
五
十

年
当
時
に
比
べ
、
約
二
倍
の
流
下
能
力
が
確
保
さ
れ

飛
躍
的
に
流
域
の
安
全
度
が
向
上
し
た
が
、
全
国
的

な
レ
ベ
ル
か
ら
す
る
と
依
然
と
し
て
安
全
度
の
低
い

河
川
で
あ
り
、
現
在
も
堤
防
や
護
岸
等
の
河
川
整
備

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

⑦
鶴
見
川
多
目
的
遊
水
地

　
鶴
見
川
多
目
的
遊
水
地
事
業
は
河
川
整
備
の
中
心

と
な
る
事
業
と
し
て
、
新
横
浜
駅
の
近
く
の
鶴
見
川

本
川
と
支
川
烏
山
川
の
合
流
点
付
近
に
、
面
積
約
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊
水
地
を
建
設
す
る
も
の
で
、
貯
水

容
量
三
百
九
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
よ
り
毎
秒
二
百

立
方
メ
ー
ト
ル
の
洪
水
調
節
を
行
い
、
遊
水
地
周
辺

や
下
流
の
人
口
密
集
地
域
を
洪
水
か
ら
守
る
計
画
で

あ
る
。
こ
の
事
業
を
鶴
見
川
に
お
け
る
総
合
治
水
対

策
の
切
り
札
と
し
て
現
在
建
設
中
で
あ
る
。

　
こ
の
遊
水
地
は
、
新
横
浜
都
心
に
あ
る
貴
重
な
憩

い
の
空
間
と
な
る
た
め
、
地
内
に
は
横
浜
市
の
保
健
・

医
療
施
設
、
福
祉
施
設
や
総
合
運
動
公
園
の
整
備
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
園
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
で
あ
り
、
今
年
完
成
し
た
横

浜
国
際
総
合
競
技
場
を
中
心
に
、
市
民
が
気
楽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
公
園
と
な
る
。

　
ま
た
、
か
つ
て
野
鳥
の
宝
庫
で
あ
っ
た
遊
水
地
周

辺
の
環
境
を
再
生
す
る
場
所
を
整
備
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
き
物
が
生
息
で
き
る
水
域
環
境
づ
く
り
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

ウ
下
水
道
の
整
備

　
低
地
の
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
河
川
に
水
を

吐
き
出
す
ポ
ン
プ
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
洪
水

を
安
全
に
流
す
た
め
に
、
下
水
道
施
設
で
雨

水
を
貯
め
る
貯
留
管
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

②
－
流
域
対
策

ア
保
水
地
域
の
対
策

　
流
域
の
対
策
と
し
て
市
街
化
調
整
区
域
の

保
持
や
自
然
地
の
保
全
、
公
園
緑
地
整
備
等

に
よ
り
自
然
の
有
す
る
保
水
機
能
の
保
全
対

策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
流
域
の
開
発
に
よ
る
流
出
増
に
対

応
す
る
た
め
、
貯
留
施
設
ま
た
は
、
浸
透
施

設
に
よ
り
保
水
機
能
の
保
全
対
策
が
行
わ
れ

て
い
る
。
鶴
見
川
流
域
に
は
現
在
約
二
千
箇

所
（
貯
水
容
量
約
二
百
五
十
万
立
方
メ
ー
ト

ル
）
の
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
調
節
池
の
中
に
は
、
洪
水
対
策
の
み
に
利

用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
平
常
時
に
お
い
て

は
、
公
園
や
駐
車
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の

運
動
施
設
に
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
数

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
総
合

的
な
治
水
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

イ
遊
水
地
域
の
対
策

　
市
街
化
調
整
区
域
の
保
持
、
営
農
環
境
の

改
善
、
遊
水
機
能
保
全
対
策
の
方
針
に
基
づ

い
た
公
共
・
民
間
残
土
の
処
分
に
関
す
る
措

置
、
暗
渠
排
水
の
指
導
、
盛
土
高
に
対
す
る

指
導
に
よ
り
、
市
街
化
の
抑
制
、
盛
土
に
よ

る
遊
水
機
能
の
減
少
を
極
力
防
止
す
る
対
策

が
行
わ
れ
て
い
る
。

ウ
低
地
地
域
の
対
策

　
下
水
道
の
内
水
排
除
施
設
の
整
備
、
河
川
・

総合治水対策第17河川（平成８年度現在）表－１鶴見川流域総合治水対策協議会・幹事会の構表－２
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